
１開札前又は開札後で落札決定前の対応フロー図（談合等不正行為）

発①
談合等不正行為の情報 発注機関 公正入札調査委員会

報告 事務局は委員長と当委員会で取り扱うかを協議

※必要に応じ内部調査

※具体的な工事名、落札予定者、落札予定金額

の情報の場合 ､開札し入札結果を比較し決定 ◎へ

委①※運用基準 1.(1)

取り扱う 取り扱わない

公正取引委員会への通報 発③
発②

委② 発②

事情聴取等必要な調査 落札決定

委④

外部有識者から意見聴取 ※落札決定を得る場合

委③、⑤前段

公正入札調査委員会で審議

談合等不正行為の事実 ア談合の疑義が払拭されない 談合の事実が認め
が認められない イ不正行為が認められる られる

不正行為を行った者 原則 (ア、イ）

がごく少数の場合

誓約書の提出

発④※運用基準 2.(4) 発④

落札決定 入札の取り止め

発⑤

公正取引委員会への通報

◎※運用基準 2.(5)

情報内容 情報内容一部一致 (落札予定者が一致し、 情報内容 応 札 価 格 ､工 事 費
不一致 情報価格と落札価格の差が± 0.5％超± ２％ 全て一致 内訳書 ､技 術 提案等

以内で、落札率が９０％以上の場合） に 同 一 性 等 極 め て
疑わしい

落札予定者が一致し、情報
落札決定の保留 価格と落札価格の差が± 0.5％

以内の場合を含む。

事情聴取等必要な調査

入札の取り止め

公正入札調査委員会で審議

落札決定 落札決定ｏｒ入札の取り止め 公正入札調査委員会へ通報

○公正取引委員会への通報（発③、⑤）
※談合情報等として取り扱った案件について報告する
刑法上の談合罪にあたる疑いがある場合、警察当局にも通報する

○報道機関への資料提供 （委⑤後段）
※公正入札調査委員会で審議後、資料提供する

※発①はマニュアルの２ページ（２）①を参照



２ 落札決定後で契約締結前又は契約締結後の対応フロー図（談合等不正行為）

発①
談合等不正行為の情報 発注機関 公正入札調査委員会

報告 事務局は委員長と当委員会で取り扱うかを協議

※必要に応じ内部調査

委①※運用基準 1.(2)

発③
取り扱わない 取り扱う 公正取引委員会へ通報

委② 発②

契約締結前：契約締結 事情聴取等必要な調査
契約締結後：工事継続

事情聴取結果等を事務局
を通じて委員会へ報告

委④

外部有識者から意見聴取 ※契約の締結及び工事

委③、⑤前段 継続を得る場合

公正入札調査委員会で審議

談合等不正行為の事実 ア談合の疑義が払拭されない 談合の事実が認め
が認められない イ不正行為が認められる られる

不正行為を行った者 原則 (ア、イ）

がごく少数の場合

誓約書の提出

発④※運用基準 2.(4)

発 ④

契約締結前 ： 契約締結 契約締結前 ： 契約しない
契約締結後 ： 工事継続 契約締結後 ： 契約解除又は工事継続

発⑤

公正取引委員会へ通報

○公正取引委員会への通報（発③、⑤）
※談合情報等として取り扱った案件について報告する。
刑法上の談合罪にあたる疑いがある場合、警察当局にも通報する

○報道機関への資料提供（委⑤後段）
※公正入札調査委員会で審議後、資料提供する

※発①はマニュアルの２ページ（２）①を参照



３ 開札前又は開札後で落札決定前の対応フロー図（疑義事実）

発①
疑義事実 発注機関 公正入札調査委員会

内部調査 報告 事務局は委員長と当委員会で取り扱うかを協議

委①※運用基準 1.(1)により判断

発③
取り扱わない 取り扱う 公正取引委員会へ通報

委② 発②

事情聴取等必要な調査

事情聴取結果等を事務局
落札決定 を通じて委員会へ報告

委④

外部有識者から意見聴取 ※落札決定を得る場合

委③、⑤前段

公正入札調査委員会で審議

談合等不正行為の事実 ア談合の疑義が払拭されない 談合の事実が認め
が認められない イ不正行為が認められる られる

不正行為を行った者 原則 (ア、イ）

がごく少数の場合

誓約書の提出

発④※運用基準 2.(4)

発 ④

落札決定 入札の取り止め

発⑤

公正取引委員会へ通報

○公正取引委員会への通報（発③、⑤）
※談合情報等として取り扱った案件について報告する
刑法上の談合罪にあたる疑いがある場合、警察当局にも通報する

○報道機関への資料提供（委⑤後段）
※公正入札調査委員会で審議後、資料提供する

※発①はマニュアルの２ページ（２）①を参照



４ 落札決定後で契約締結前又は契約締結後の対応フロー図（疑義事実）

発①
疑義事実 発注機関 公正入札調査委員会

内部調査 報告 事務局は委員長と当委員会で取り扱うかを協議

委①※運用基準 1.(2)により判断

発③
取り扱わない 取り扱う 公正取引委員会へ通報

委② 発②

事情聴取等必要な調査

契約締結前 ： 契約締結 事情聴取結果等を事務局
契約締結後 ： 工事継続 を通じて委員会へ報告

委④

外部有識者から意見聴取 ※契約の締結及び工事

委③、⑤前段 継続を得る場合

公正入札調査委員会で審議

談合等不正行為の事実 ア談合の疑義が払拭されない 談合の事実が認め
が認められない イ不正行為が認められる られる

不正行為を行った者 原則 (ア、イ）

がごく少数の場合

誓約書の提出

発④※運用基準 2.(4)

発④

契約締結前 ： 契約締結 契約締結前 ： 契約しない
契約締結後 ： 工事継続 契約締結後 ： 契約解除又は工事継続

発⑤

公正取引委員会へ通報

○公正取引委員会への通報（発③、⑤）
※談合情報等として取り扱った案件について報告する
刑法上の談合罪にあたる疑いがある場合、警察当局にも通報する

○報道機関への資料提供（委⑤後段）
※公正入札調査委員会で審議後、資料提供する

※発①はマニュアルの２ページ（２）①を参照


